今回の東日本を襲った巨大地震、津波、そして原発事故では、みなさまに大変ご心配をおかけしております。当時のことなどを少し書きとめてみました。
11日、事務局の佐藤さんは、息子さんの卒業式で出勤してませんでした。私は事務所のある自宅１階で、地震の直前まで印刷所から上がってきた印刷物の校正などをしていました。相馬は地震が頻発し、宮城県沖地震も経験していたので、あまり地震に驚いたりはしないのですが、今回のものは経験したことのないような大地震でした。幸い、岩盤の上に建つ我が家は、屋根のグシが壊れたくらいで、１階は物も倒れることもなく、大した被害はありませんでした。
相馬地方を襲った津波は10ｍを超えていましたが、地震の後20分ほど時間があったので、充分避難する時間があったのは幸いでした。夫にすぐ両親と犬のイチローを迎えに行ってもらい、私たちは岩手県を襲う津波をＴＶで見ながらお茶など飲んでいたくらいです。

ところが、やがて南の窓から見える松川浦の底が茶色く見えて、潮が急激に引いているのが分かりました。その後、晴れてるはずの東側の窓が濃霧のように水煙でけぶり、２階の窓から見ると両脇の谷にダーーッと家が押し流されてきました。その凄まじさは、映画を見ているようで、全くリアリティがなかったです。
外に出ると、３軒下まで瓦礫で埋まってました。第2波が大きくなることが予測されたので、両親を連れ、近所の人を誘いながら近くの公民館に移動。家からストーブや着替え、食べ物などを持ってきて、避難してくる人のお世話などしていました。中には車ごと流され何とか救助された人、家に水が入ってきて九死に一生を得た人、歩けない病人や車いすの人などを移動させるのに夢中でした。

夜遅くにようやく自衛隊が入り水の補給。その後、市の車が入って、町中の避難所に大方の人々が移って行きました。避難のお世話をしながら見上げる夜空は、あんな恐ろしいことがあったことなどウソのような、見事な星空でした。
夜が明けてから自宅付近に行ってみると辺りは瓦礫の山で、実家の裏の中学の同級生が、はぐれてしまったお父さんを探し歩いていました。様子を聞くと、うちの実家はすっかり流され更地になっているとのことでした。全く笑ってしまうのですが、私は前日京都から届いた着物を５着も、実家のタンスに仕舞い込んでいて、袖を通す前に全て流してしまいました。きっと家族の命の代わりに流れてくれたのでしょう。

フー太郎の事務所のある自宅は何とか持ちこたえてくれましたが、ライフラインが遮断。私たちも翌朝、炊き出しのある避難所に移動しました。しかしその日午後、どうも福島第１原発の炉がメルトダウンするかもしれないとの情報をキャッチ。原発は大学時代から大いに関心を持っていたテーマだったので、今の状況が取り返しのつかないものになっていることが分かりました。
病気の母親と年老いた父親は移動を拒みましたが、家族がバラバラになる悲劇を今回の津波で見ていたので、家族全員で山を越えることにしてもらいました。115号線は不気味なほど行き交う車がありませんでした。峠を越えると、福島の街の明かりが何事もなかったように暖かく見えました。そうしてフー太郎の支援者の丹治計二さん宅に、家族4人と犬2匹で寄せてもらいました。

翌日13日、豊田市に住む兄が車で走り続け、両親を迎えに来ました。今は豊田で病院などに通いながら落ち着いた暮らしをしているようです。そして14日にはライフラインの整っている二本松の本田久門さんのお宅に夫と犬2匹で移動させてもらいました。
夫はしばらくぼんやりしていましたが、本田家の皆さんに明るく迎えてもらい、何とか元気を取り戻しました。夫の取引先の農家が本田家の近所にあり、野菜や卵、小麦粉、豆、乾麺などをたくさん持たせてくれました。被災地は燃料や食糧の不足が大変深刻になっていて、これは本当に助かりました。

その後、原発の状況が悪化、本田家の息子さんを伴って、山形の遊佐にある尾形さん宅に身を寄せました。尾形さんは夫の友人ですが、かつてフー太郎のキャンペーンを引き受けてくださった方です。ここで、夫や犬が病院で診てもらい、私たち家族は落ち着きを取り戻しました。

原発の事故はまだ現在進行形です。これから2~3年冷却し続け、その後、鉛とセメントで封印することになるでしょう。それまで何事も起こらないよう厳重に見守り続けなければなりません。

相馬市は原発から45キロですが、幸い風向きが良く、放射線量も安定しています。それでもかなりの人がすでに市を脱出しています。次の世代が帰って来て街づくりができるよう、私たちが準備をしなければなりません。そのために22日に私たちは相馬市に戻ってきました。

26日、フー太郎の前駐在員の岡野さんが、お兄さんと共に救援物資を車に詰めて相馬にやって来ました。相馬の観光イチゴ園は津波でほぼ壊滅状態でしたが、残ったハウスがイチゴ摘みの要員がなく困っていました。私たちは新鮮な美味しいイチゴを山ほど摘んで、南相馬市の桜井市長に届けました。フー太郎の森基金は事務局の佐藤さんと、帰国したばかりの岡野さんの力を借り、いつもと変わらぬ業務を続けております。全国の皆様からの声援も私たちの背中を押してくれています。原発のおかげで福島県の復興は確実に遅れますが、みなさま、今後も福島を、フー太郎の森基金を支えてくださいますようお願い申し上げます。
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